
2)消化管内容物マーカーの平均滞留時riJlは低繊

維飼料で固有24.0時間､液相23.4時間､高繊維

飼料では固有17.4時間､液相17.0時mで､市繊

維飼料では消化管内容物の通過速皮が速くなる

傾向が認められた｡また消化管内で液相と間Tf

のr7i掴 時間に差がないことからウサギ等で見ら

れるような液相内容物の選択貯留能はニホンザ

ルの大腸には存在せず､内容物は分離される串

なく均一に混合されながら移行することが推察

される｡この内容物移行パターンはウマ､ウォ

ンバット等の比較的織稚消化能力の高い動物に

籾似している.

3)以上の結果はニホンザルの消化管内で微生物

の消化過程が活発に営まれていることを示して

いるが､微生物の活動IFよって生じる発酵産物

が､どの程度動物の栄養要求に貢献しているか

については今後のIj重要な問題である｡

コ｡ブス類歯列弓形態の性差に関する研究

近藤信太郎 (岡山大 ･歯)

ディスクレパンシー (歯と顎骨の不調和)は人

頬文化の発達と進化の矛盾を背景として生じた一

種の文明病とされている (井上他､1986)｡瀬戸

口 (1987)は野生のサル矧 こヒトと同様のディス

クレパンシー型不正校合が見られることを報告し､

サル項の巨大な犬歯は不正攻合の様相をヒトと大

きく変えていることを指摘している｡本研究は野

生サル頬のディスクレパンシー解析の基礎資料の

提供を目的とし､犬歯部に署目して歯列の性差を

調査した｡材料はアカコロブス (ebb)♂4♀25､

オリーブコロブス (cbv)♂20♀25､キングコロ

ブス (cbp)♂4♀25の晒骨標本である｡観察は

僻列と校合状態について行ない､計測は歯種ごと

の上 ･下顎歯列弓長径と幅径､歯冠近遠心径につ

いて行なった｡

(結果)コロブス煩の校合は下顎前突が多く､次

いで切端校合が多いが､攻合関係に性差はみられ

ない.上顎小日輪郡では70%以上の個体で鮒列弓

の狭窄がみられるが､この頻皮は♂で高率であっ

た.上 ･下顎小日脚の捻転は♀で前科 こ紋察され

たo詔昆空隙は上顎では全個掛 こ存在したが､下

TJiでは全体の約30%で見られたにすぎない｡下顎

では上顎の㌶艮空隙と同じ場所 (h-C,)に空

附が見られることがあったoこれはcbvd7'とcbp

♀で高率に見られた｡そのうちの1/3では下顎

霊長空隙が見られず､h-C,のみに空隙が見 ら

れた｡

歯群ごとの歯の大きさ (榊冠近遠心径)および

鏑列弓長径 ･幅径の性的二型の程度を関係偏差

(Yamada&Sakai,1983)と平均値問のT検定

によって比較したo歯の大きさはC-PBコンプ

レックス (C'･C,･P3)に関係する項目 (上 ･

下顎前歯群と下顎小臼歯群)で性差が大きかった｡

歯列弓でも一般にC-PSコンプレックスに関係

する項目で性差は大きいが､下顎前歯群長径は

cbvを除いて性差は小さく､これに関係する全て

の項目で性差が大きい訳ではない｡また上 ･下顎

前歯群では歯列弓幅径が長径より大きい性差を示

し､下顎小目鵬群では長径で大きい性差を示した.

上顎の小臼歯群幅径はcbbで､前歯群長径はcbp

で性差が小さかった｡cbpは上 ･下顎大臼歯群に

関係する項目で大きい性差を示した｡このように

項目によっては性差の現われ方に種問差がみられ

た｡

糞線虫の感染様式に関する研究
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人畜共通寄生虫病の原因となるStrongyloides

/ulleborTu'をニホンザルに実験感染させprepatent

period､排出虫卵数､血液学的検査を感染経過に

伴い調べた｡方法 :グループケージから採便L波

紙培養で得た糞線虫フィラリア型幼虫を2頭 (雄 ･

5才)に各4000匹接種し個別に飼育した｡排出虫

卵数および虫卵の発育分化については1-2回/

月調査した｡発育分化については､密度勾配遠心

法で集卵した虫卵をArizono(1976)の方法に従

い30℃で液紙培課した｡約1.5年飼育後に剖検 し

寄生成虫数､寄生部位を調速したO結兜 :感染後

の症状は殆んどないか､きわめて軽度であり宿主

によく適応している｡prepatentperiodは2頭と

も10日であり他の飛線虫と類似していた.排出虫

卵致 (EPG)は､A個肘 ま約2万､B個体は約 1

万まで増加した｡EPGは､A個体では2ケ月間

市債を示したが7ケ月後には1700まで減少 した｡

B個体では感汝5ケ月後に1600まで減少した. し

かし､翌年夏期に再増加し約3ケ月間1万前後を
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